
令和３年度 学校評価実施報告書 

幼稚園名（ 伏見住吉 幼稚園） 

 

教育目標 

心豊かに主体的に生きる幼児の育成 

年度末の最終評価 

自

己

評

価 

教育目標の達成状況，次年度に向けた見直し 

 

学

校

関

係

者

評

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

 

学校関係者評価の評価日・評価者 

 評価日  評価者  

中間評価 令和３年（１１月） 学校運営協議会理事 

最終評価 令和４年（ ２月） 学校運営協議会理事 

 

（１）幼稚園教育（保育の改善・充実）について   

具体的な取組 

・『振り返り』に重点を置き，具体的に振り返る。▶『振り返り』用シートを製作 

視点：子どもの「やりたい」思いが実現できたか。 

：教師の援助や環境構成はどうだったか。 

・教師側の課題を明確にする。 

・遊びの充実につなげていく。 

・写真やポートフォリオ等を活用。園内研修で学んだことや子どもの育ちを，園だより，ＨＰに活かす。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・『『振り返り』用シートで，遊びの振り返り，次の日の遊びにどう繋がっていくか，どのような手立てが考 

えられるか，教師側も援助等を具体的に振り返る。 

・写真やビデオなどを積極的に活用し，視覚的に環境や子どもの姿を共有できるようにする。 

・エピソード研修を継続的に行い，幼児一人一人の変容を探り，そのための教師の援助や環境構成の 

在り方を見直す。 

・保護者アンケート項目の回答 



中間評価 

各種指標結果 

・各学年の研究保育と協議，エピソード研修をそれぞれ３回ずつ行い，幼児の『やりたい』思いが， 

教師の援助や，設定した環境，教材で，どの程度実現できたか，今年度作成した『振り返り』シー 

トに記述し，幼児の姿から探ると共に，教師側のかかわり方についても，具体的に『振り返り』を 

して，見直し，次（個々，クラス）への保育の展開について研修した。 

・アンケート結果 

「教育目標『心豊かにたくましく生きる子どもの育成』に向けての保育を行っているか」  

大変そう思う…８８％ そう思う…１２％  

「安全で豊かな経験ができるように整えられているか」     

大変そう思う…６９％ そう思う…２９％  あまりそう思わない…２％ であった。 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

・『振り返り』用シートを活用したことで，遊びの振り返り，次の日の遊びにどう繋がっていく 

か，次，具体的にどのような手立てが必要か等を，子ども側，教師側の両面から，考えること 

ができた。 

・『振り返り』用シートの記述の仕方について，視点をどこにあてるのか等，より有効に活用す

るため，適宜見直し改善していく余地がある。 

・保育の中でＩＴＣを積極的に活用し，視覚的に示し，子どもたちに，より明確に方向性を示す

ことができ，活動がより充実した。 

・保護者アンケートより，幼児の『やりたい』思いの実現にむけて，各クラスの実態に合わせた支

援を工夫し，保育を行うことができたことは，良い評価を得ている。 

・『園だより』の子どもの姿を，写真を多くしたカラー刷りで，担任教師の簡潔な文章で，活動

の意義や，ねらい，願を伝えることを，今年度も継続している。 

分析を踏まえた取組の改善 

・『振り返り』用シートのより有効な活用方法について，視点をどこに置くのか等，その時々の

記述方法をより練っていく。 

・『園だより』だけでなく，保育の意図や，学びや育ちにつながっていることを，担任が具体的

に，保護者への伝達ができているかを検証し，簡潔に的確に伝える力量を高めていく。 

・京都市立幼稚園の保育内容が，どれほど，幼児期の育ちに必要な取組がなされているかを，今

一度，教職員間で共通理解を図り，発信していく。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・エピソード研修の回数とその成果 

・アンケートお子さんは幼稚園生活を通して，心身がたくましくなってきたと思いますか」 

と「お子さんは安心し，楽しく幼稚園に通っている」の，保護者と教職員の回答 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

・引き続きコロナ禍でも，その時々にできる限りの取組もが，なされていると感じる 

・『園だより』，ＨＰがわかりやすく，子ども達の様子や，先生の考えがよくわかる。 

・運動会代替行事『スポーツフェスティバル』での子ども達の姿に感動した。 

 教員だけ（ＰＴＡの手伝い無し）での進行，教職員の動き，活気がありよかった。  

 

最終評価 



（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（２）幼小連携・接続に関して 

具体的な取組 

・伏見住吉小との定例会。交流等についての事前事後の話合いの時間を確保する。 

・出前授業等，学校のスタートカリキュラムへの参画。 

・互いの保育・授業を可能な限り参観しあう。（せめて感想等を伝え合う） 

・ＩＴＣを活用し，交流の幅を広げる。 

・１学期から，就学に向けての連携を図る。 

・合同研修や幼小交流において，思考力の芽生えの姿や，その姿を育む教師の意図のある援助や環境

構成などについて発信し，『学びに向かう力を小学校の学びに繋ぐ機会』となるようにする。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・接続期教育課程を見直す研修を行う。 

・合同研修や幼小交流保育の実施回数や内容の充実度 

・保護者アンケート項目の回答 

 

中間評価 

各種指標結果 

・アンケートの結果「保幼小連携・地域との連携等では，子どもたちの育ちにつながっている」では， 

 大変そう思う…７０％ そう思う…２６％ あまりそう思わない…２％ 【無回答１】であった。 

 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

・コロナ禍で保幼小での交流ができない状況の中，『苗やさん』では，今年度も幼稚園に招くこ 

とはできなかったが，昨年度の取組方法を活かし，伏見住吉小学校１年生との交流ができた。 

・昨年度実施できなかった『出前授業』を予定より，回数を増やして実施することができた。 

事前事後の話合いもでき，幼稚園教諭の子どもへのかかわり方，姿の見取り方を，伝えること 

ができた。しかし，理解にはつながっていないと感じた。 

・子ども同士の交流は無いが，幼稚園の砂場での１年生の活動が実施できた。 

 予定にはなくても，状況に合わせて臨機応変に幼稚園の教員が対応し，実際にその動きや，言 

葉かけを，見てもらう機会となったが，届いていないと感じた。 

・伏見中学校ブロックでの研修会に参加することができた。 



・園行事としての取組が実施できないので，保護者には直接的な実感が少ない。 

分析を踏まえた取組の改善 

・昨年度に引き続き，子ども同士の対面での交流は，積極的に行える状況ではないが，手紙や動 

画等々でのやり取り等，方法を工夫し，小学校への教員に対して，積極的に働きかけていきた 

い。思いが伝わりあい，育ちにつながる互恵性のある交流方法を探り，可能な事から実現して 

いきたい。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・就学前の時期，動画でのやり取り等で，連携，接続を図る。 

・アンケート「保幼小連携・地域との連携等は，子どもの育ちにつながっている」の保護者と教 

職員の回答 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

・コロナ禍でも，幼稚園からの積極的な働きかけと提案で，実現できてよかった。（苗やさん） 

・幼小交流は小学生にとって，年下の学年に思いやりの気持ちをもつ機会となるので，続けても

らいたい。小学生にとって，『ほっとできる』うれしい取組だと思う。 

・（苗やさん）児童の参加は，できなかったが，小学校の管理職，先生方が，幼稚園に出向いても

らえたことは，よかった。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（３）預かり保育に関して 

具体的な取組 

・家庭的な雰囲気の中で，年長者への憧れや年少者への思いやりの気持ちを育てる。 

・コロナ禍での場の構成，玩具の数・量への配慮を徹底する。 

・記録をもとに指導計画を見直し，子どもの実態に即した活動内容を工夫する。  

・おやつ…アレルギー対応，管理を徹底する。 

・預かり保育担当教員と担任との申送りを徹底する。 

 

（取組結果を検証する）各種指標 

・参加人数や利用率の推移。（動向や曜日ごとの変動等も踏まえて） 

・活動や指導計画の見直し状況 

・保護者アンケート項目の回答 



 

 

中間評価 

各種指標結果 

・預かり保育の参加人数は，昨年度に比べて就労での率が増加している。 

・アンケート結果 「預かり保育等の子育て支援の取組があることを知っている」 

大変そう思う…９３％ そう思う…７％  

「お子さんは，楽しんで預かり保育に参加している」 

参加者のみ回答：大変そう思う…５８％ そう思う…２１％ そう思わない…２％ 無回答１９％ 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

・優先利用者だけでなく，４時までの利用に対しても，より気軽に参加できるようにお知らせす

ることで，参加数が増えた。 

・追加，変更，取消の方法が，ようやく周知できてきた。 

・数多い，要支援の子どもの状態により，参加幼児全員の安定感を確保していくことが課題であ 

る。 

・参加人数と遊戯室の広さの関係上，密になりやすい。担当教員の感染予防への意識をより高め 

 る必要がある。（密回避への声かけ，場の設定の臨機応変な変更等） 

分析を踏まえた取組の改善 

・参加幼児が全て，安心，安定して過ごせるように，要支援児に対しての個別にかかわる人員配

置（誰を配置するか等）を的確に行う。 

・追加，変更，取消等が，気軽に，また事務処理上，確実にできるように，保護者の心象を変え

ていく。 

・これからの季節を踏まえ，より感染予防を徹底する。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・利用状況の把握と，積極的なボランティアの活用 

・アンケート「お子さんは，楽しんで預かり保育に参加している」の回答 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

・預かり保育では室内での遊びが中心なので，園庭で遊びたがる時は，園庭開放を利用している。 

・午後６時まで，預かり保育があることを，もっと発信した方がよい。小学校の壁面のポスター

は，大変良く目立ち効果的だと思う。今年度数も増やしたことに対して，伏見住吉小学校がポ

スター掲示に関しての快諾の成果ではないか。幼稚園とのつながりも感じられてよい。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 



学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（４）子育ての支援に関して 

具体的な取組 

・降園時に，学級や個々の様子を丁寧に伝達し，園としての説明責任を果たす。 

また，保護者が安心できるように，個に応じた具体的な一言アドバイスを心がける。 

・未就園児教育相談の充実を図る。 

 親も子も友達ができる場，安心して子育てについて悩みを相談できる機会を設ける。 

・わかりやすい資料（写真中心）の作成。 

▶２歳児クラスの枠を設ける。 

・保育公開や自由参観などの教育発信の機会をつくり，開かれた幼稚園づくりを進める。 

・ほっこり子育てひろばや家庭教育講座で，子育てについて悩みや工夫を出し合う機会を設ける。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・保護者アンケート項目の回答  

・子育て支援の取組回数や参加人数，教育相談件数。未就園児保護者へのアンケートを実施する。 

・学校運営協議会で，保護者代表より意見を聞く。 

中間評価 

各種指標結果 

・業者弁当に関してのアンケート結果「業者弁当の取組はよいと思う」 

大変そう思う…７９％  そう思う…１９％  あまりそう思わない…２％  

・アンケート結果「お子さんは安心して，楽しく幼稚園にかよっていますか」 

大変そう思う…８４％ そう思う…１２％  

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

・業者弁当の実施は，曜日によって保護者の軽減にもつながる（月・金）で，おおむね実施する

ことができた。 

・昨年度よりは，申込数は増えている。 

・本園の教育相談実施曜日と，児童館の実施曜日が重なっているため，昨年度よりは登録者数が

減った。コロナ禍と人員確保が難しく，２歳児クラスの枠を設けることがまだできていない。 

・イベントを伴った説明会等が十分にできなかったが，随時を受付けているので，希望の日時に

できることで，園内見学の希望者は多かった。 

分析を踏まえた取組の改善 

・偏食に対する保護者の意識への，日々のはたらきかけ。 

・別枠の２歳児のみのクラス実施に向けて検討していきたい 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・未就園児教育相談の登録者数と未登録での入園数。 

・担任からの日々の連絡の中で，子どもの姿から，成長したと思われる姿や事例を具体的に伝え， 

 保護者にも，子どもの見方，捉え方を発信していく。 



学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

・教職員間の連携がなされている。継続していってほしい。 

・今年度，未就園児の保育室が２階になったので，運動会の取組等，活動の様子がよく見えた。 

・未就園児の運動会も，在園児と一緒にできたり園児の演技が観れたり等，内容が充実していて 

よかった。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（５）地域とのかかわり（社会に開かれた教育課程）に関して 

具体的な取組 

・感染予防対策を徹底し，方法を工夫し可能な限り地域との行事を実施していく。 

（『花の苗やさん』『ハロウィン』『地域清掃』に参加 等） 

・行事や保育参観・園内展等に誘い掛け，意見・疑問等をいただき，幼稚園で大事にしていることを 

発信する。 

・自園の取組や教育内容をＨＰや幼稚園だよりで発信し，開かれた幼稚園づくりする。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・保護者アンケート項目の回答 

・運営協議会での意見 

中間評価 

各種指標結果 

・保護者アンケート項目の回答 

「保幼小連携・地域との連携等は，子どもの育ちにつながっている。」 

大変そう思う…７０％ そう思う…２６％ あまりそう思わない…２％  無回答２％ 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

・昨年度の方法を踏まえ，実施することができた。より充実できるよう，実施方法を工夫をした。 

・状況によっては，計画通りにいかないことも想定し，常に実施可能な方法を模索し，代替え案

を準備している。 

分析を踏まえた取組の改善 

・何事も，諦めず実現に向けて，工夫し，できることから，取り組む。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・アンケート項目の回答  



・運営協議会での意見      

・地域行事についての園内研修や打ち合わせの実施 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

・今年も，感染拡大状況の中，園の前向きな取り組みの姿勢がよかった。 

 規模や，関わる地域の方々の制限はあったが，できることを実現しようとする園を応援したい。 

・地域行事は，今年も中止が多い。方法を変えざるをえないが，積極的に意見交換し，よりよい 

方法を，共に模索していきたい。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（５）教職員の働き方改革について 

重点目標 

・教職員一人一人が勤務時間と『見える仕事』を意識し，見通しを持って取り組み，効率化を図る。 

具体的な取組 

・『報・連・相』の徹底と『見える仕事』を意識し，実践する。 

 今，個々が取組む（取組もうとしている）業務について周知し，優先順位の共通理解と，分担していけ

る段取りを組み，効率化を図り，二度手間を避ける。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・教職員の勤務時間と働く意欲 

・打合，会議に要する時間 

・年休取得率（教頭，教員が休業期間中に年休を昨年より 1 日以上多く取得する。） 

中間評価 

各種指標結果 

・『見える仕事』については，おおむね，意識化され共通理解が図られた。しかし，伝達，報告につい 

ては，まだ十分とは言えない。 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

・今年度も，リモートでの研修等になったことで，教員全員がそろって，打合せができた。 

・突発的な保護者対応を余儀なくされる。 

分析を踏まえた取組の改善 

・伝達，報告を徹底し，二度手間を防ぎ，より効率化を図る。 



（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・突発的な保護者対応も，予定に組込み，計画を立て，段取りしていく。 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

・コロナ禍においても，全教職員が，全力で取り組んでいることが伝わる。 

・今まで通り…にはいかないことは，やはり残念ではあるが，公立幼稚園の様々な取組が，でき

るだけ，維持されることを願っている。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題），重点目標の達成状況，次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 


